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会員からの投稿 

伝えたいこと、伝わらない理由、伝え方 

 

CNCP 個人正会員  

小林 大  

 

私事であるが、雪の降り積もった冬山を登りスキー

で滑り降りるのが好きである。滑るところは単なる冬

山、当然自分の足で登る。スキーの裏にはシールとか

スキンとか言う毛皮状の帯を貼り付け滑り止めにして

歩く。山用のバインディングは歩く時に踵がパカパカ

と上がるようにできていて歩き易い。 

山では降った雪が積もりっ放し、そこをスキーで歩

くと雪が踏み固められトレースと言う溝ができる。後

から来た人はトレースを歩けば既に雪が踏み固められ

ており歩き易い。 

山では時として腰まで埋まる雪の深さ、そんな時、

昔々まだスキーが細かった時代はスキー諸共埋まってしまい先頭を行く人はホントに大変だった。だ

から、後から来る人は先頭を行く人をリスペクトし、更に後から来る人のことを思いトレースを崩さ

ないように大事に歩いていた。なぜならトレースは雪山にアクセスする重要なインフラだからだ。 

最近そんな山スキーの道具が急激に進化、びっくりするぐらいスキーが太くなるなど深い雪でもい

とも簡単に歩けるようになった。そんなこともあり山スキーに来る人達が爆増したが大半の人は進化

した道具しか知らない、トレースは無造作に歩かれすぐにボロボロになるようになった。ただ、進化

した道具はトレースが多少ボロボロになっても歩き易いし、いよいよズタボロになったら別のところ

に簡単に付け替えられる、そう、トレースは大事に使うインフラから使い捨てインフラになったの

だ。 

さて、そんな冬山、山スキーの道具の進化と変化したトレースの位置付けを思いつつ、私の専門で

ある社会インフラのメンテナンスに思いを馳せてみる。 

我々土木技術者は、社会インフラの維持管理に対する予算、あるいは投資が少ないと嘆いている

が、そのような思いは市民になかなか届かない。生まれた時からあり今でも問題なく使っている社会

インフラに何の問題があろう、市民は社会インフラの老朽化など感じられない、そもそも理解のしよ

うがないのだ。家の近所の橋が突然壊れ通行止めになった、出掛ける時にネットで今日通れそうな道

を確かめる、そんな世の中にならないと市民は社会インフラの老朽化に気が付かないだろう。でも、

我々土木技術者はそれをよしとしないし阻止しなくてはならない。 

こんなことを考えていると、ふと、技術開発・技術革新と言う言葉が思い浮かびモヤモヤ感がチョ

ット晴れた感じがした。我々土木技術者はアグレッシブに技術開発・技術革新に臨みそれをもって市

民に思いをぶつける、技術開発・技術革新と市民への訴えかけは表裏一体ではないのかと。市民への

訴えかけと言った観点で技術開発・技術革新を俯瞰するとどうだろう？自分の職務に照らししばし考

え込んでしまった。 

  

－１９－ 

安政といえば、ほれ、安政の大獄で有名な伊井直弼が桜田門外で、暗殺され

たころだなあ。 

その頃、江戸ではコレラという伝染病がはやっていてな、７０万人もの方が

亡くなったそうだ。翼先生は、オランダ語のコレラの本を読みあさり、翻訳し

て、医者たちに治療法を伝え、多くの患者を助けた。これには、伊東玄朴も

「加賀山翼は敏達豪俊のもの也」と絶賛していたという。 

安政６年６月、翼先生は、もっと皆が

西洋医学を学ぶ必要性があると考えて、

江戸の御屋敷内に蘭学館を設立すること

を願い出て、許可され、伊東玄朴や織田

研斎、山根敬造らと医学を広めたそう

な。 

その年の９月、会津に戻ると、藩は日

新館医学寮に蘭学科を設立して、翼先生

を師範として迎えたという。どうだ、

仁、日本で初めての医学所は、この会津

からはじまったんじゃよ。 

 

「へーっ、すごいなあ。しっかし、相変わらずお尚の話

は長いなあ～」とおれ。 

「ははは、ついつい長くなっちまった。そういえばお前

の名前は、仁じゃないか。翼先生の名前からもらったんだ

なあ。」 

「あ！そうなのか。だけどさ、なんで会津藩からそん

な、日本で初めてのことが、次々にできたんだよぉ。おか

しくない？」 

「それそれ、その話となれば、会津初代藩主の保科正之

様のことを話してやらなくてはのお。」 

「やば、いいよ、いいよ、お尚。今日はもういいっ

て。」 

「ははは、そうか、そうか。では、次の機会に話してや

ろう。さ、そこまで分かったら、翼先生の墓の周り、掃除

してこい。よいな」 

「わかった、わかった。」 

そういうと、おれは、本堂の下の坂を転げるように下り

て、加賀山家の墓に行ってみた。丘の上にあるその墓から

は、会津の町が見おろせた。淡いみかん色の夕焼けが、柔

らかく町を包んでいた。 

（つづく） 

 

※加賀山翼は、文化８年（１８１１年）に生まれ、明治４年（１８７１年）に亡くなった。 

※松平容保は、嘉永５年（１８５２年）から明治元年（１８６８年）の会津落城まで、会津藩主を務めた。 


